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大
会
１
日
目
は
品
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
東

京
都
港
区
）
で
開
会
式
や
和
牛
飼
育
体
験
発

表
会
な
ど
が
開
か
れ
、
高
校
牛
児
や
関
係
者

ら
総
勢
約
２
４
０
人
が
参
加
し
た
。
福
島
県
立

会
津
農
林
高
校
の
石
井
秀
寿 

さ
ん
ら
５
人
が

出
場
校
を
代
表
し
、「
第
８
回
和
牛
甲
子
園
に

出
場
で
き
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
、
さ
ら
に

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強

く
宣
誓
。
会
場
は
厳
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

牛
児
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
見
守
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
の
由
井
琢
也
常
務
理
事
は
「
飼

料
や
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
な
ど
し
、
畜
産

業
界
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し
た
な

か
で
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
日
本
の
和
牛
生
産
を
守

り
た
い
と
い
う
思
い
で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
和
牛
生
産
を
一
生
の
仕
事
に
し
た
い
と

思
う
生
徒
が
一
人
で
も
増
え
た
ら
う
れ
し
い
」

と
熱
い
思
い
を
伝
え
た
。

場
で
初
の
「
総
合
優
勝
」
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
た
。
取
組
評
価
部
門
が
44
・
８
点
、
枝
肉

評
価
部
門
が
46
点
、
総
合
評
価
部
門
計
90
・

８
点
を
獲
得
し
た
。

　
優
良
賞
を
受
賞
し
た
取
組
評
価
部
門
で
は

「
広
島
和
牛
に
新
た
な
息
吹
を
！
〜
地
域
と
目

指
す
ブ
ラ
ン
ド
向
上
〜
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
し

た
。
日
本
酒
の
醸
造
過
程
で
生
じ
る
「
赤
ぬ

か
」
を
使
っ
た
ペ
レ
ッ
ト
を
肉
牛
に
給
与
す
る

こ
と
を
試
し
、
産
肉
性
の
ア
ッ
プ
に
成
功
。
さ

ら
に
は
、
戻
し
堆
肥
の
活
用
で
敷
料
費
を
年

間
で
約
51
万
円
削
減
す
る
な
ど
、
経
営
改
善

に
直
結
す
る
成
果
も
報
告
し
た
。

　
枝
肉
評
価
部
門
で
は
、「
枝
肉
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
く
、
肉
質
が
き
め
細
や
か
」
と
の
高

評
価
を
得
て
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
総
合
優
勝
を
獲
得
し
た
瞬
間
、
生
徒
４
人

は
「
わ
あ
！
」
と
歓
声
を
上
げ
、
手
を
取
り

合
っ
て
喜
ん
だ
。
涙
ぐ
む
様
子
も
見
せ
た
。

同
校
３
年
の
内
城
粋
咲
さ
ん
は
「
和
牛
甲
子

園
に
出
場
し
た
く
て
西
条
農
高
に
進
学
し
、

肉
牛
班
に
入
っ
た
。
取
組
評
価
部
門
で
も
最

優
秀
賞
を
と
る
の
が
目
標
だ
っ
た
の
で
悔
し
く

も
あ
る
が
、
今
は
う
れ
し
い
と
い
う
気
持
ち

が
優
っ
て
い
る
」
と
快
挙
に
喜
ん
だ
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
１
月
16
・
17
の
両
日
、
全
国
の
農
業
高
校
で
和
牛
を
肥
育
す
る〝
高
校
牛
児
〞の
日

本
一
を
決
め
る
第
８
回
和
牛
甲
子
園
を
東
京
都
内
で
開
い
た
。
25
道
府
県
か
ら
40
校
が
出
場
し
、

日
頃
の
飼
養
管
理
の
研
究
成
果
や
枝
肉
の
品
質
を
競
い
合
っ
た
。
今
大
会
で
は
初
の
試
み
と
な
る

「
高
校
牛
児
交
流
会
」
も
実
施
し
た
。

WAGYU
KOSHIEN
2025

い
し
い
ひ
で
と
し

う
ち
じ
ょ
う

い
さ
き

28
ペ
ー
ジ
の

「
き
て
み
て
！
う
ち
の
学
校
」で

西
条
農
業
高
校
を
特
集
！

高校牛児交流会では、取り組みの改善点や
将来の進路について意見交換を行った

宣誓する福島県立会津農林高校の石井さんら 牛児らは本物の牛皮に寄せ書きをした

和牛の飼養管理における取り組みや創意工夫、チャレ
ンジなどを評価する「取組評価部門」と、和牛枝肉の
品質を評価する「枝肉評価部門」の２部門（各50
点満点）で成績を競う。合計点が最も高い高校
が「総合評価部門」の最優秀賞を獲得し、高校
牛児の “頂点” に立つことができる。

審査方法

　
総
合
評
価
部
門
の
最
優
秀
賞
に
は
広
島
県

立
西
条
農
業
高
校
が
輝
い
た
。
６
回
目
の
出

ＪＡ全農の由井琢也常務理事

技
術
と
ア
イ
デ
ア
を
競
う
熱
き
大
会

和
牛
甲
子
園

第8回

６
回
目
の
出
場
で
初
の
栄
冠
に
輝
く

石川 佳純さん
全農オフィシャルアンバサダーを務める

広島県立西条農業高校
総合評価部門　最優秀賞
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取
組
評
価
部
門
の
最
優
秀
賞
は
岐
阜
県
立

加
茂
農
林
高
校
で
、
２
連
覇
を
果
た
し
た
。

同
校
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
飼
料
米
入
り
の

配
合
飼
料
を
用
い
た
給
与
実
験
を
実
施
。
嗜

好
性
の
悪
さ
と
い
っ
た
課
題
か
ら
配
合
飼
料
の

改
善
に
つ
な
げ
、
肉
牛
の
体
重
増
加
と
肉
質

改
善
、
飼
料
費
の
削
減
に
成
功
し
た
。

　
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
Ａ
Ｗ
）
の
取
り
組

み
に
も
注
力
。「
Ａ
Ｗ
と
生
産
性
の
向
上
の
両

方
を
実
現
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
牛

の
飼
育
環
境
の
改
良
に
も
取
り
組
ん
だ
。
具

体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、Ｉｏ
Ｔ
機
器
を

枝肉評価部門の入賞校一覧

分かりやすく工夫された発表資料も評価されました！

２
年
連
続
の
快
挙

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
後
輩
へ
つ
な
ぐ

　
枝
肉
評
価
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

の
は
鹿
児
島
県
立
鹿
屋
農
業
高
校
。
昨
年
大

会
と
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
挑
み
、
２
連
覇
を

果
た
し
た
。

　
出
品
牛
「
虎
大
号
」（
父
＝
喜
亀
忠
、
母
の

父
＝
安
福
久
、
母
の
祖
父
＝
金
幸
）
は
、
枝
肉

重
量
６
５
３
㎏ 

、
ロ
ー
ス
芯
面
積
１
１
５
・

０
㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ
１１
・
３㎝
、
皮
下
脂
肪
の

厚
さ
２
・
０
㎝
、
歩
留
基
準
値
８１
・
９
、Ｂ
Ｍ

Ｓ
№
１２
と
な
っ
た
。
同
部
門
の
審
査
委
員
長
で

日
本
食
肉
格
付
協
会
の
末
吉
正
実
部
長
は「
特

に
注
目
し
た
い
の
は
８１
・
９
と
い
う
歩
留
基
準

値
。
８０
を
超
え
る
枝
肉
は
非
常
に
優
れ
て
い

る
と
言
え
る
。
ま
た
、
色
合
い
が
鮮
や
か
で

光
沢
も
あ
り
、
き
め
が
細
や
か
。
外
観
、
肉

質
が
共
に
素
晴
ら
し
く
、
審
査
員
全
員
が
最

優
秀
賞
に
推
し
た
」
と
講
評
し
た
。
枝
肉
は

１
㎏
３
５
３
８
円
だ
っ
た
。

　
同
校
３
年
の
山
口
蒼
真
さ
ん
は
枝
肉
を
見

た
瞬
間
に
手
応
え
を
感
じ
た
と
い
う
。
ま
た
、

同
じ
く
３
年
の
浦
﨑
聖
斗
さ
ん
は
、「
自
分
た

ち
が
１
年
生
の
頃
か
ら
育
て
て
き
た
牛
が
高

く
評
価
さ
れ
、と
て
も
う
れ
し
い
」と
喜
ん
だ
。

●
勉
強
会
で
枝
肉
の
見
方
を
学
ぶ

　
２
日
目
は
朝
か
ら
東
京
都
中
央
卸
売
市
場

食
肉
市
場
で
、
枝
肉
勉
強
会
が
開
か
れ
た
。

外
観
・
肉
質
と
も
に
抜
群

２
連
覇
を
達
成

活
用
し
た
ル
ー
メ
ン
温
度
測
定
と
疾
病
の
早
期

治
療
。
牛
の
不
調
に
早
く
気
づ
き
、
さ
ら
に

は
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
、
ル
ー
メ
ン
温

度
と
体
温
が
高
い
牛
へ
の
対
応
方
法
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
た
。

　
同
校
３
年
の
渡
邉
煌
さ
ん
は
「
研
修
先
の

ブ
ラ
ジ
ル
で
牛
た
ち
が
広
大
な
農
場
で
放
牧

さ
れ
て
い
た
。
研
修
で
の
経
験
を
和
牛
甲
子

園
で
も
生
か
し
た
い
と
考
え
た
」
と
取
り
組

み
の
き
っ
か
け
を
振
り
返
っ
た
。

　
同
部
門
の
審
査
委
員
長
で
東
京
農
業
大
学

農
学
部
の
多
田
耕
太
郎
教
授
は
「
ル
ー
メ
ン
や

わ
た
な
べ
き
ら

や
ま
ぐ
ち 

そ
う
ま

発表する岐阜県立加茂農林高校のメンバー

　高校牛児の進路選択に役立ててもらおうと、和牛甲子園

OGによる講話が行われた。登壇したのは、第５回大会総合

評価部門で最優秀賞を受賞した愛知県立渥美農業高校の

卒業生４人。宮崎大学農学部で学び農業高校の教職を志

望している藤井琴未さん、北海道の帯広畜産大学で酪農を

学ぶ村上すずさん、東北動物看護学院に通い動物看護師の国家資格取得を目指す清水梨里菜さん、東京

農業大学農学部で未利用資源の活用方法などを学ぶ奥田里紗さんが登場した。和牛甲子園での経験が進

路決定に役立ったこと、高校時代の思い出、高校牛児へのアドバイスなどを伝えた。

取組評価部門の体験発表会動画や
プレゼン資料、学校紹介動画などが
見られます。

元“牛児”が進路について率直にトーク

高校牛児OG講話 直
腸
な
ど
の
温
度
を
細
か
く
記
録
し
、
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
と
牛
の
体
調
の
関
係
性
を
見
つ

け
出
し
た
。
さ
ら
に
は
自
分
た
ち
の
研
究
成

果
を
後
進
た
ち
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
と
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
の
が
と
て
も
素
晴
ら
し

い
」
と
称
え
た
。

持続可能な肉牛生産を目指して
～心土不二とフェーズフリー～

広島和牛に新たな息吹を！
～地域と目指すブランド向上～

環境保全を礎に世界へ挑む仙台牛の挑戦

牛愛牛尽 ～えのきの力は無限大 第２章～

岐阜県の輪
～消費者が求める牛肉を目指して～

ピンチをチャンスに！
～よりよい肉質を目指して、牛と私たちの青春物語～

飛騨Gyu Real
～通知から始まる私たちの日常～

岐阜県立
加茂農林高校
鹿児島県立
市来農芸高校
岐阜県立
大垣養老高校
宮崎県立
高鍋農業高校
宮城県
農業高校
広島県立
西条農業高校
栃木県立
矢板高校

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

優良賞

優良賞 兼
高校牛児特別賞

優良賞

審査委員
特別賞

賞 学校名 和牛飼育体験発表会タイトル

最優秀賞の鹿屋農業高校の枝肉断面。
きめの細やかさが評価された。

う
ら
さ
き
ま
さ
と

審
査
委
員
が
枝
肉
の
断
面
を
見
な
が
ら
肉
質

な
ど
を
解
説
し
た
。
そ
の
後
、
せ
り
が
行
わ

れ
、
生
徒
ら
は
出
品
牛
を
見
守
っ
た
。
枝
肉

の
最
高
値
は
兵
庫
県
立
但
馬
農
業
高
校
で
、

１
㎏
４
０
４
９
円
で
競
り
落
と
さ
れ
た
。

賞 学校名 性別
父 母の父 母の祖父

血統 肥育
期間

枝肉重量
（㎏） 格付

歩留等級
ロース芯面積（㎠）バラの厚さ（㎝）歩留基準値

BMS

去

去

去

雌

去

去

去

喜亀忠

関平照

福之姫

幸紀雄

福之姫

秀幸福

神照栄

安福久

諒太郎

安福久

美国桜

安福久

安福久

安福久

金幸

安福久

安茂勝

華春福

平茂勝

百合茂

忠富士

30

29

25

30

33

26

31

653

543

598

504

688

561

601

A5

A5

A5

A5

A5

A5

A5

81.9 

78.9 

79.1 

76.7 

76.9 

78.4 

78.0 

12

12

12

12

12

12

12

115.0 

95.0 

96.0 

86.0 

92.0 

91.0 

83.0 

11.3 

9.3 

10.8 

7.9 

10.8 

10.4 

11.8 

鹿児島県立
鹿屋農業高校
栃木県立
矢板高校
広島県立
西条農業高校
福島県立
磐城農業高校
栃木県立
那須拓陽高校
鹿児島県立
市来農芸高校
宮崎県立
高鍋農業高校

最優秀賞

優秀賞

優秀賞

優良賞

優良賞

優良賞

審査委員
特別賞

枝肉審査を見守る牛児ら

和牛甲子園をもっと詳しく
知りたい方は…

和牛甲子園特設ページをチェック！

さまざまな取り組みが発表され、牛児は真剣な眼差しで聞き入った

岐阜県立加茂農林高校
取組評価部門　最優秀賞

鹿児島県立鹿屋農業高校
枝肉評価部門　最優秀賞

取組評価部門の入賞校一覧
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